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風の子スキー教室 ･･･････････ ２
スケート教室 ･･･････････････ ２
保育所クリスマスお楽しみ会 ･･ ３
成人式 ･････････････････････ ４
丹波山村消防団出初式 ･･･････ ５

村議会12月定例会 ･･･････････ ６
お知らせ ･･･････････････････ ８
お松引き ･･･････････････････ 12
第１回 多摩川源流 ヒルクライム
　　TT in 丹波山・小菅 ･････ 12

人口と世帯（２月１日現在）　人口 619　男 306　女 313　世帯 311

主なもくじ

平成26年１月８日、９日、10日、２泊３日で
新潟県にある湯沢パークスキー場にて風の子スキー教室が実施されました。

丹波小・中生のほか、先生方にも参加いただき、「初すべり」を堪能しました。
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　平成 26年 1月 8日（水）、9日（木）、10日（金）
の 2 泊 3 日で新潟県の湯沢パークスキー場にお
いて「風の子スキー教室」が実施されました。
　今年は小学生 11 名と中学生 1 名が参加し、
元気いっぱいに白銀のゲレンデをみんなで滑り
ました。

　平成 26 年 1 月 17 日（金）今年も村営ス
ケート場で丹波小学校の体育の授業の一
環としてスケート教室が行われました。
　この日を待ちわびていた児童たちは、
寒さにも負けず元気に天然リンクの滑り
を楽しんでいました。
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▶  

な
か
な
か
の
滑
り
で
す…

。

▲  雪合戦もしちゃいました…。

▲  手をつないで仲良く！

▲  だんだん、コツをつかんできたかな。

▲  疲れたぁ～。

　平成 25 月 12 月 21 日（土）丹波山村保育所におい
てクリスマスお楽しみ会を実施しました。
　保育所児の芦澤堅登くん、久保田祥くん、白木昴
くんの、３人のかわいらしい「きらきら星」の歌声
や「こども川中島」
の劇などが見られ、
最後には、サンタ
クロースさんから
プレゼントが贈ら
れ、充実したクリ
スマスを過ごすこ
とができました。

保育所クリスマスお楽しみ会

▲  とっても上手な歌声です。

▲  サンタさんからのプレゼント何だろな～
▲  たくさんの方が見に来てくれました。

▲  こども戦士参上だ！

　平
成
25
年
12
月
11
日
（
水
）
に
丹
波
中
学

校
学
習
活
動
教
室
で
課
題
解
決
学
習
発
表

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
３
年
生
が
発
表
、

作
成
し
た
村
の
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
た
ば

や
マ
ッ
プ
」
が
大
変
好
評
で
す
。

　現
在
1
回
目
の
発
行
部
数
が
品
切
れ
と
な

り
、
現
在
増
刷
し
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
た
ば
や
ま
、
の
め
こ
い
温
泉
、
村
内

の
民
宿
・
旅
館
、
役
場
等
で
配
布
さ
れ
て
い

ま
す
。

　ぜ
ひ
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
中
学
生
た
ち

の
「
丹
波
中
生
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

作
品
」
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
学
習
会
終
了
後
、
村
の
食
材
を
使

用
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
・
ス
ウ
ィ
ー
ツ
の
披
露

も
あ
り
、
丹
波
中
生
徒
の
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

丹波中生徒が村観光パンフレット
を作成しました。「たばやマップ」
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　平成 26年 1月 8日（水）、9日（木）、10日（金）
の 2 泊 3 日で新潟県の湯沢パークスキー場にお
いて「風の子スキー教室」が実施されました。
　今年は小学生 11 名と中学生 1 名が参加し、
元気いっぱいに白銀のゲレンデをみんなで滑り
ました。

　平成 26 年 1 月 17 日（金）今年も村営ス
ケート場で丹波小学校の体育の授業の一
環としてスケート教室が行われました。
　この日を待ちわびていた児童たちは、
寒さにも負けず元気に天然リンクの滑り
を楽しんでいました。

ス
ケ
ー
ト
教
室

ス
ケ
ー
ト
教
室

ス
ケ
ー
ト
教
室

ス
ケ
ー
ト
教
室

風
の
子

 

ス
キ
ー
教
室

風
の
子

 

ス
キ
ー
教
室

風
の
子

 

ス
キ
ー
教
室

風
の
子

 

ス
キ
ー
教
室

▶  

な
か
な
か
の
滑
り
で
す…

。

▲  雪合戦もしちゃいました…。

▲  手をつないで仲良く！

▲  だんだん、コツをつかんできたかな。

▲  疲れたぁ～。
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光
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。
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。
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。
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。
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　平
成
26
年
１
月
２
日
（
木
）、
丹
波
山
村

中
央
公
民
館
に
お
い
て
成
人
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
武
井
猶
晃
さ
ん
、

田
中
萌
さ
ん
、
白
木
有
希
さ
ん
の
３
名
で
快

晴
の
天
気
に
負
け
な
い
、
晴
れ
や
か
な
姿
で
、

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　当
日
は
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、

ま
た
色
鮮
や
か
な
振
袖
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
華
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　式
の
中
で
は
、
新
成
人
３
名

か
ら
「
二
十
歳
の
抱
負
」
が
述

べ
ら
れ
、
大
人
と
し
て
の
新
た

な
責
任
と
自
覚
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　ま
た
、
村
長
や
参
列
者
の
方
々

か
ら
の
祝
辞
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、

ス
ラ
イ
ド
上
映
で
は
子
供
の
頃

の
姿
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
自
分

達
の
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ

と
丹
波
山
」
に
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
て
、
積
極
的
に
社
会
参
画

を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

　皆
さ
ん
の
飛
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

▲  武井　猶晃 さん▲  田中　萌 さん▲  白木　有希 さん

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式

▲  晴れやかな新成人３名

　
1
月
30
日
（
木
）
に
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
を
兼
ね
て
「
お

餅
つ
き
」
を
し
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
雨
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
に
通
っ
て
い
る
利
用
者

の
方
も
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

楽
し
い
時
間
を
持
つ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
会
を
行
な
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」実
施

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」実
施

　3月6日（木）午後
2時から小学校体育
館下和室において「お
笑い系のDVD 鑑賞
会」を行ないます。
DVD 鑑賞会は概ね
１時間を予定してい
ます。皆で笑い合い、
元気で長生きを目指
しましょう。
　尚、詳細について
は、各戸に配布しま
したチラシでご確認
ください。多くの皆
様の参加をお待ちし
ています。

お 知 ら せ
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（
敬
称
略
）

◆
山
梨
県
消
防
協
会

　

乙
種
功
労
者
表
彰

　
班
　
長
　
　
岡
部
　
英
利

　
班
　
長
　
　
中
村
　
達
也

◆
山
梨
県
消
防
協
会

　

東
部
支
部
長
表
彰

　
班
　
長
　
　
酒
井
　
隆
幸

◆
消
防
関
係
功
労
者

　

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　
専
任
班
長
　
長
谷
川
達
弥

◆
防
犯
協
会
上
野
原
支
部
長
表
彰

　
班
　
長
　
　
嶋
崎
　
竜
馬

　
班
　
長
　
　
舩
木
　
　
翼

◆
25
年
勤
続
表
彰

　
副
団
長
　
　
守
屋
　
保
志

　
団
　
員
　
　
安
藤
　
敬
司

　
団
　
員
　
　
岡
部
　
栄
久

◆
20
年
勤
続
表
彰

　
部
　
長
　
　
守
岡
　
公
寿

　
専
任
班
長
　
長
谷
川
達
弥

　
団
　
員
　
　
河
村
　
　
仁

　
団
　
員
　
　
岡
部
　
隆
一

　
団
　
員
　
　
芦
澤
将
一
郎

◆
15
年
勤
続
表
彰

　
団
　
員
　
　
小
林
　
文
明

◆
10
年
勤
続
表
彰

　
部
　
長
　
　
吉
野
は
や
と

　
班
　
長
　
　
相
生
　
有
得

　
団
　
員
　
　
楳
澤
千
代
男

◆
感
謝
状

　
各
地
区
自
主
防
災
会
長
　
様

丹波山村消防団出初式平成26年

平
成
26
年
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

　
平
成
26
年
１
月
13
日
（
月
）、

丹
波
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
平
成

26
年
丹
波
山
村
消
防
団
出
初
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
役
場
か
ら
の

市
中
行
進
の
あ
と
、
式
典
が
行
わ

れ
団
長
、
村
長
の
告
辞
や
分
列
行

進
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
日
々

の
訓
練
の
成
果
を
村
民
の
皆
さ
ん

に
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
団
員
へ
の
表
彰
、
各
地
区
防
災

会
長
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
に
た
く
さ
ん
の
ご
奉
志

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▲ 分列行進

▲ 団長告辞▲ 消防操法（小型ポンプ操法） ▲ 少数精鋭のラッパ隊

　奥秋の芦澤静子さんが1月3日に、

90歳のお誕生日を迎えられ、村から記念品

等を贈呈しました。

　当日は訪問した村長、老人クラブ会長と昔話

や日常生活などに話を弾ませていました。

　これからも健康にご留意され、いつまでも、

お元気で。
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平
成
25
年
12
月
１
日
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
新
し
く
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
な
ら
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
任
期
は
、
平
成
25
年
12
月
１
日
か

ら
平
成
28
年
11
月
30
日
で
す
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
奥
秋
地
区
：
浅
沼
　
　
亀
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
会
長
）

　
上
組
地
区
：
小
池
　
文
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
副
会
長
）

　
中
組
地
区
：
坂
本
　
　
弘
さ
ん

　
下
組
地
区
：
坂
本
　
尚
子
さ
ん

　
高
尾
地
区
：
守
屋
モ
リ
エ
さ
ん

　
押
垣
外
地
区
：
岡
部
　
友
惠
さ
ん

　
保
之
瀬
地
区
：
舩
木
　
祥
生
さ
ん

　
東
部
地
区
：
吉
野
　
松
見
さ
ん

　
東
部
地
区
：
河
村
八
重
子
さ
ん

　　
下
組
地
区
：
河
村
　
保
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
主
任
児
童
委
員
）

丹
波
山
村

新
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
紹
介

■
一
般
質
問

　
質
問
内
容
　「
小
峰
山
に
つ
い
て
」　

　
質
問
者
　
舩
木
昭
和
議
員

■
条
例
改
正

　
丹
波
山
村
税
条
例
、
丹
波
山
村
国
民
健

康
保
険
税
条
例
、
丹
波
山
村
介
護
保
険
条

例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
条
例
制
定

　
丹
波
山
村
景
観
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は

1
億
6
，
9
0
4
万
2
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
額
は
14
億
7
，
3
1
2
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
主
な
歳
入
の
内
容
は
、

　
県
支
出
金
　
　
　
　
　   

　
2
7
6
万
円

　
繰
越
金
　   

　
　
1
，
8
7
8
万
2
千
円

　
村
債
　  

　 

　
　
1
億
4
，
7
5
0
万
円

な
ど
で
す
。

▼
主
な
歳
出
の
内
容
は
、

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費   

2
4
0
万
円

　
地
域
医
療
救
護
体
制
事
業   

3
0
0
万
円

　
除
雪
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
・
軽
ダ
ン
プ

　
購
入
費
　
　
　
　
　 

　
　  
6
0
0
万
円

　
す
べ
り
台
食
堂
床
張
替
え   
1
0
0
万
円

　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
及
び

　
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業

　
　
　
　   

1
億
3
，
4
9
6
万
円
1
千
円

な
ど
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
は

1
，0
4
2
万
円
5
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費

等
の
追
加
、
診
療
所
レ
ン
ト
ゲ
ン
現
像
機

修
理
等
で
す
。

■
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
は

3
0
0
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
国
道
4
1
1
号
線
奥
秋
地
区

水
道
管
改
修
工
事
・
小
袖
水
源
修
復
工
事

で
す
。

■
水
源
の
里
保
健
休
養
施
設
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
水
源
の
里
保
健
休
養
施
設
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
は
2
4
0
万
円
を
追
加
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
川
つ
り
場
原
材
料
費
、
ロ
ー
ラ
ー

す
べ
り
台
職
員
用
ト
イ
レ
工
事
費
等
で
す
。

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
は
6
1
5
万
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

　
内
容
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
脱
水
機
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
修
繕
費
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
は

3
1
7
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等

の
追
加
等
で
す
。

村 議 会

　村議会の12月定例会は12月
12日に開会し、18日に閉会し
ました。
　審議された内容は、条例改
正３件、条例制定１件、補正
予算の６件の議案が提出され、
すべて原案のとおり可決され
ました。

12月定例会
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平成２５年度 
企業の森活動について
　サミット（株）・（株）東急ホテルズ・（公財）オイスカ・村民

ボランティア等により森づくり事業を開催しました。この活動

は4月～11月までの間に計6回開催し、延べ約320名の多くの

方に携わっていただきました。企業の社員・家族の皆さんには

間伐・枝打ち・桜育成調査等の作業に、オイスカの皆さんには

企業と村との調整等を、村民ボランティアの皆さんには作業の

指導・昼食づくりに協力いただきました。

　森林整備では鉈やのこぎり等の刃物を使う危険な作業もあり

ますが、森林組合・村民ボランティアの指導の下安全に作業を

進めることができました。暗かった森も参加者の汗と努力によ

りすっきりと明るい健全な森へと変わり、植栽した桜も順調

に育っており将来は花見の名所になってくれればと思います。

また、季節の食材を利用した手作りの昼食も参加者の楽しみの

1つになっています。この活動を契機に再度村に訪れていただ

くことを願います。そして、関わってくれた全ての方に感謝し

ます。ありがとうございました。引き続き平成26年度もよろし

くお願いします。

▲ 植栽した桜の育成状況を調査しています

▲ 歩道づくりも楽ではありません

▲ はしごから落ちないように気をつけて

食生活改善推進員養成講習会
実施のお知らせ

　村では、平成26年6月に食生活改善推進員
の養成講習を実施します。
　おいしくバランスの取れた食事は健康の基
本です。でも、食生活を1人で改善しようとす
ると、いろいろな問題にぶつかります。そん
なときの強い味方が「食生活改善推進員」です。
村では、現在12人の推進員が、地域の健康づ
くりの担い手として、楽しくボランティア活
動を行なっています。この機会にあなたも推
進員になりませんか！
　詳細が決まりましたらお知らせいたします。

お 知 ら せ
　食生活改善推進員会は、住民の
皆様のご協力をいただき、203世
帯の味噌汁の塩分測定を行なうこ
とが出来ました。塩分濃度の平均
は0.8％で、普通に価します。ご協
力をいただきましたことに感謝し、
会員一同これか
らも食のアドバ
イザーとして更
なる研鑽をして
いきたいと思っ
ています。

食
生
活
改
善

　
　
推
進
員
の
活
動

食
生
活
改
善

　
　
推
進
員
の
活
動

味噌汁の塩分測定を実施して
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■
就
農
希
望
者
を
対
象
と
し
た

　
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
他
産
業
か
ら

離
転
職
し
て
就
農
を
め
ざ
す
方
（
農
業
後

継
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、
新
規
参
入
者
な
ど
）

を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
「
農
業
科
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
校
内
で
の
講
義
・
ほ
場
実
習
に
加
え
農

家
実
習
な
ど
を
行
い
、
農
業
経
営
の
基
礎

か
ら
実
践
的
な
技
術
ま
で
、
農
業
経
営
者

に
必
要
と
な
る
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

（
訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
の
受
給
資
格

者
に
は
雇
用
保
険
基
本
手
当
等
が
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
、）

▼
詳
し
く
は

　
県
立
農
業
大
学
校
（
研
修
課
）

　
☎
0
5
5
1
︲
3
2
︲
2
2
6
9

　
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
3
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

　
自
殺
は
特
別
な
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
で
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
い
ま
」、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
ご
家
族
や
ま

わ
り
の
方
と
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

　
　
　
　
　
　
　

～
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
～

　
気
づ
き
　
周
り
の
人
の
悩
み
に
気
づ
き
、

　
　
　
　
　
耳
を
傾
け
る

　
つ
な
ぎ
　
早
め
に
専
門
家
に

　
　
　
　
　
相
談
す
る
よ
う
に
促
す

　
見
守
り
　
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
じ
っ
く
り
見
守
る

■
山
林
を
お
持
ち
の
方
へ

　
お
知
ら
せ
で
す

　
山
梨
県
で
は
、
次
の
世
代
へ
健
全
な
森

林
を
引
き
継
ぐ
た
め
「
森
林
環
境
保
全
推

進
（
支
援
）
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
森
林
環
境
税
と
国
の

補
助
金
を
財
源
に
、
所
有
者
の
費
用
負
担

無
し
で
森
林
の
手
入
れ
が
で
き
ま
す
。（
県

で
定
め
た
経
費
以
内
で
実
施
し
た
場
合
）

■
事
業
の
内
容
　

　
①
木
が
混
み
合
っ
た
不
健
全
な
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
・
ア
カ
マ
ツ
・
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の

人
工
林
で
の
間
伐
、
②
集
落
に
近
い
所
の

ヤ
ブ
化
し
た
雑
木
林
の
刈
り
払
い
整
理
、

③
植
え
た
け
れ
ど
木
が
育
た
な
い
所
や
植

栽
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
山
林
で
の
広
葉

樹
の
植
え
付
け
と
そ
の
後
の
育
林
作
業
。

■
事
業
実
施
に
伴
い
生
じ
る
制
約

　
事
業
に
よ
り
20
～
30
年
間
は
、
森
林
以
外

に
転
用
し
た
り
、
木
を
一
度
に
全
部
伐
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
所

有
者
、
事
業
者
（
森
林
組
合
等
）、
県
の
三

者
で
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
ご
注
意
　

　
条
件
に
よ
っ
て
は
事
業
が
実
施
で
き
な

い
場
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　

　
役
場
振
興
課

　
☎
0
4
2
8
︲
8
8
︲
0
2
1
1

　
北
都
留
森
林
組
合
小
菅
事
業
所

　
☎
0
4
2
8
︲
8
7
︲
0
5
4
9

　
富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所

　
☎
0
5
5
4
︲
4
5
︲
7
8
1
3

■
市
町
村
森
林
整
備
計
画
（
案
）

　
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
村
で
は
5
年
ご
と
に
市
町
村
森
林
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
平
成
26

～
35
年
度
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り

計
画
（
案
）
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
振
興
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
春
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

　
の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

～
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

　
　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
～

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
26
年
3
月
16
日
（
日
）
～

　
3
月
17
日
（
月
）　

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
　

▼
場
所

　
県
立
ろ
う
学
校

　（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

▼
対
象
　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

▼
相
談
内
容

1
　 「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

悩
み
の
相
談

2
　 「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に

つ
い
て
（
育
児
相
談
）

3
　 「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ

い
て
（
教
育
相
談
）

4
　
聴
力
測
定

5
　
補
聴
器
相
談

▼
申
し
込
み
方
法

　 

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い

　 （
締
め
切
り
は
3
月
12
日
（
水
）
午
後
3

時
ま
で
）　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
0
5
5
3
︲
2
2
︲
1
3
7
8

　
�
0
5
5
3
︲
2
2
︲
6
4
1
9

　 （
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」　
手
塚
）

☆
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

☆ 

完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

☆ 

こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
女
性
の
健
康
週
間

　
3
月
1
日
～
3
月
8
日
は
、
女
性
の
健

康
週
間
で
す
。
女
性
は
、
思
春
期
、
妊
娠
・

出
産
、
更
年
期
と
生
涯
を
通
じ
て
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
動
し
ま
す
。
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
健
や
か
に
生
活

し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
の
体
を
理
解

し
て
上
手
に
付
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

女
性
の
健
康
週
間
は
、
女
性
が
生
涯
を
通

じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充
実
し
た
日
々
を

自
立
し
て
過
ご
す
こ
と
を
応
援
す
る
た
め

に
実
施
し
ま
す
。

　
女
性
の
明
る
さ
は
社
会
の
明
る
さ
。
女

性
の
活
躍
は
、
社
会
の
活
力
で
す
。
家
庭

や
地
域
・
職
場
・
学
校
等
を
通
じ
て
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
問
題
を
社
会
全
体

で
支
援
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
　Inform

ation



 （9） 広　報　　た　　ば　　や　　ま	 第 145 号

■
春
の
E
y
e
愛

　
ひ
と
み
相
談
会
の
ご
案
内

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題

が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩

み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
お
よ
び
会
場
　

　
平
成
26
年
３
月
15
日
（
土
）、

　
3
月
16
日
（
日
）

・ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
。

・ 

１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
と
な
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
　

　
開
催
週
の
木
曜
日（
３
月
13
日
）ま
で
に
、

盲
学
校
へ
お
電
話
で
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
電
話
受
付
時
間
は
平
日
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
。

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

▼
費
用
　
無
料

▼
そ
の
他

　
本
校
へ
の
入
学
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
２
︲
10
︲
２
）　

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

　
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
吉
田

■
県
下
初
と
な
る
新
設
高
等
支
援

　
学
校
の
校
名
を
募
集
し
ま
す

　
県
下
初
と
な
る
軽
度
の
知
的
障
害
が
あ

る
生
徒
を
対
象
と
し
た
高
等
支
援
学
校
を
、

平
成
27
年
4
月
（
予
定
）
に
新
設
す
る
に

当
た
り
、
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
設
高
等
支
援
学
校
の
校
舎
は
、

現
在
の
か
え
で
支
援
学
校
分
教
室
（
旧
山

梨
園
芸
高
等
学
校
）
の
校
舎
を
改
修
し
、

通
学
区
域
は
県
内
全
域
と
し
ま
す
。

　
募
集
す
る
校
名
は
、「
○
○
○
学
園
」
を

基
本
と
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
校
名
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
を

募
集
す
る
も
の
で
す
。（
応
募
数
の
多
い
校

名
が
選
ば
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。）

▼
募
集
期
間

　
平
成
26
年
2
月
5
日
（
水
）
～

　
3
月
20
日
（
木
）【
必
着
】

▼
応
募
方
法

　 

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室
ま
で
電
子

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
便
は
が
き
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　 （E
-m

a
il:g

a
k

k
o

su
i@

p
re

f.
yam

anashi.lg.jp

）

▼
記
載
事
項

　 「
高
等
支
援
学
校
の
校
名
（「
○
○
○
学

園
」）・
ふ
り
が
な
・
そ
の
理
由
」、「
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
」

▼
送
り
先
　
〒
4
0
0
︲
8
5
0
4

　
甲
府
市
丸
の
内 

1
︲
6
︲
1

　
山
梨
県
教
育
庁
新
し
い
学
校
づ
く
り

　
推
進
室
　
校
名
募
集
係
　
宛

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室

　
☎
0
5
5
︲
2
2
3
︲
1
7
5
2

　
�
0
5
5
︲
2
2
3
︲
1
7
6
8

　県では、国道137号新御坂トンネルの天井板を
全面通行止めにて撤去します。
　このため、工事期間中につきましては国道358
号や若彦路（若彦トンネル経由）などへの迂回を
お願いします。道路利用者の皆様には大変ご迷惑
をお掛けしますが、ご理解、ご協力をお願いします。

平成26年5月26日（月）午前0時～
6月30日（月）深夜24時までの36日間
富士河口湖町河口（旧道（県道富士河口
湖笛吹線）分岐）～笛吹市御坂町藤野木
（旧道（県道富士河口湖笛吹線）分岐）
全面通行止め

▶問い合わせ
　県道路管理課
　☎055-223-1698　�055-223-1699
　峡東建設事務所
　☎0553-20-2714　�0553-20-2719

規制場所

規制内容

日　　時

国道137号 新御坂トンネル
の天井板撤去に伴う

全面通行止め について

　村では、次のとおり「特定健診及び各種がん検診」
を予定しています。

平成26年5月22日（木）　午前8：00～正午まで

丹波山村交流促進センター

特定健診
20歳以上74歳以下の国民健康保険に加入している方
75歳以上の後期高齢者医療保険に加入している方
20歳以上で社会保険に加入している本人以外の方
各種がん検診　20歳以上の住民

特定健診　身体計測　血圧　尿検査　心電図　他
がん検診　�肺がん・胃がん・大腸がん・肝がん・乳がん・

前立腺がん

☆詳細については、
　3月中旬に「お知らせ」を全戸配布いたします。

特定健診のご案内

日　　時

場　　所

対　　象

健診内容
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募集
種目 一般幹部候補生 歯科・薬剤科幹部 医科・歯科幹部 技術海上幹部・

技術航空幹部
　技術海曹・

技術空曹 予備自衛官補

募
集
人
員

大卒程度試験 院卒者試験

参考（25年度）
陸 約10名
海 約 5名
空 約 5名

参考（25年度）
陸・海・空 約5名

参考（25年度）
陸・空 若干名

参考（25年度）
海 約15名
空 平成25年度
　 募集なし

一　般 技　能
参考（25年度）
陸 約105名

（うち女子約10名）
海 約60名

（うち女子約15名）
空 約50名

（うち女子約10名）

参考（25年度）
陸 約10名
海 約20名
空 約10名

約1400名 約200名

資
格

22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の
者は大卒（見込含）修士
課程修了者等（見込含）
は28歳未満）

修士課程修了者
等（見込含）で
20歳以上28歳未
満の者

専門の大卒（見込
含）で20歳以上30
歳未満の者
（薬剤は20歳以上
28歳未満の者）

医師・歯科医師の免
許取得者

大卒38歳未満の
者

20歳以上の者で
国家免許資格取
得者等

18才以上34歳
未満の者

18歳以上で国
家免許資格等
を有する者

（資格により
53歳未満～55
歳未満の者）

受
付
期
間

平成26年2月1日～4月25日
① 平成26年2月1日～

4月25日
② 平成26年10月1日

～10月31日
平成26年4月25日～5月16日

①平成26年1月8日～4月2日
②平成26年7月1日～9月19日
＊ ①で採用予定数を採用した

場合は②を実施しないこと
もある

試
験
期
日

1次5月10・11日（11日は飛行要員のみ）
2次6月10～13日
（海・空飛行要員のみ）
3次（海）7月7～11日
3次（空）7月19～8月7日

1次5月10日
2次6月10～13日

①平成26年5月16日
②平成26年11月28日 平成26年6月30日 平成26年6月27日

①平成26年4月11～15日
②平成26年10月3～6日
＊ いずれか1日を指定されま

す。

合
格
発
表

1次5月30日　海・空飛行要員のみ
2次（海）6月30日（空）7月4日
最終（陸・海）8月1日（空）9月5日

1次5月30日
最終8月1日

①平成26年8月1日
②平成27年2月6日 平成26年8月8日 ①平成26年5月16日

②平成26年11月14日

入（
校
）隊

平成27年3月下旬～4月上旬
① 平成26年10月上旬

～中旬
② 平成27年3月下旬

～4月上旬
平成26年10月 平成26年9月下旬 教育訓練の開始時期

平成26年7月以降

待
遇
・
そ
の
他

入隊後約1年で3等陸・海・空尉
院卒者試験合格者は2等陸・海・空尉
参考25年度・初任給の月額
大卒程度：214,900円
院卒程度：232,000円

歯科は2等陸・海・
空尉
薬剤科は入隊後約
1年で2等陸・海・
空尉（旧4年制課程
の卒業者は3等陸・
海・空尉）
参考25年度・
初任給月額
大学卒：
232,000円
4年制薬学部卒：
214,900円

2等陸・海・空尉～
採用（経験年数等に
より異なる）

1等海・空尉～2
等海・空尉で採
用（経験年数等
により異なる）
参考25年度・
初任給月額
1等海・空尉：
269,900円
2等海・空尉：
244,000円

3等海・空曹・2
等海・空曹また
は 1 等 海 ・ 空 曹
（免許の種類及
び年齢等により
異なる）
参考25年度・
初任給月額
1等海曹：
221,300円
2等海曹：
212,700円
3等海曹：
189,600円

階級は指定しない
教育訓練召集手当
日額7900円
所定の教育訓練終了後、予備
自衛官として任用

平成 2 6 年 度 　 自 衛 官 等 募 集 案 内

▶問い合わせ先　・大月地域事務所   
　　　　　　　　　住所：大月市御太刀２－８－10　大月合同庁舎　　　☎０５５４－２２－１２９８
　　　　　　　　・自衛隊山梨地方協力本部　募集課
　　　　　　　　　住所：甲府市丸の内１－１－18　甲府合同庁舎２階　☎０５５－２５３－１５９１

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
す
！

こ
ん
に
ち
は

● 

し
ま
い
忘
れ
が
増
え
、
常
に
探
し

物
を
し
て
い
る
。

● 

得
意
だ
っ
た
こ
と
が
急
に
で
き
な

く
な
っ
た
。

● 

慣
れ
た
道
で
も
迷
う
こ
と
が
あ
る
。

● 

些
細
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
。

● 

趣
味
や
身
だ
し
な
み
に
興
味
を
示

さ
な
く
な
っ
た
。

● 

好
き
だ
っ
た
テ
レ
ビ
も
観
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

● 

い
つ
も
の
道
で
迷
う
こ
と
が
あ
る
。

● 

買
い
物
で
小
さ
な
額
で
も
万
札
を

出
し
て
し
ま
い
、
財
布
の
中
が
小

銭
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
認
知

症
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
不
安
が
あ
る
、
心
配
だ
…
と
思
わ
れ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
図
る
目
的
と
し
て
東
日
本
大
震

災
復
興
基
本
法
（
平
成
23
年
法
律
第
76
号
）
第
２
条
に
定
め
る
基

本
理
念
に
基
づ
き
、
全
国
的
に
地
方
公
共
団
体
が
要
す
る
防
災
施

策
の
財
源
の
確
保
を
目
的
と
し
、
臨
時
の
措
置
と
し
て
個
人
の
村

県
民
税
の
税
率
と
特
例
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
、
各
年
分
の
個
人
の
村
県

民
税
に
限
り
、
均
等
割
の
標
準
税
率
が
そ
れ
ぞ
れ
5
0
0
円
を
加

算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

●
村
民
税
均
等
割
（
現
行
3
，0
0
0
円
）
→
3
，5
0
0
円

●
県
民
税
均
等
割
（
現
行
1
，5
0
0
円
）
→
2
，0
0
0
円

　
村
で
は
、
個
人
の
住
民
税
と
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
第
一
期

の
納
期
限
ま
で
に
全
納
期
分
の
税
額
を
納
付
し
た
方
に
、
納
期
前

に
係
る
月
数
に
応
じ
て
、
前
納
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
村
県
民
税
の
報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収
（
窓
口
や

口
座
振
替
等
で
納
付
す
る
方
）
の
み
が
対
象
と
な
り
、
給
与
や
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
方
は
こ
の
適
用
が
な
い
た
め
不
均
衡
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
も
多
く
の
市
町
村
が
廃
止
を
し
て
い
る
た
め
、
村
で
は

こ
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
平
成
26
年
度
か
ら
、
住
民
税
に
係

る
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
は
引
続
き
交
付
し
て
い
き

ま
す
。

　
村
県
民
税
の
前
納
報
奨
金
が

　
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
村
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）

　
均
等
割
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　昨年の秋から冬にかけて、村ボランティアの会と留学生エイプ
リルさんを中心にフィリピンの農村部へ日常の衣類や生活物資を
送るため、村民の皆さんに不要になった衣類等を提供していただ
く呼びかけを行いました。
　皆さんのご協力により、たくさんの衣類等が集まり、無事フィリ
ピンの皆さんに届けることができました。
　現地の方々を代表して、留学生エイプリルさんの叔母ビクトリア
さんからお礼の手紙が届きましたので、紹介させていただきます。

January�9,2014
Dear�Tabayama�Village�People,

Greetings!

In�behalf�of�the�people�of�Barangay�Poblacion�
2,�Sagay�City,
I�would�like�to�extend�our�thankful�gratitude�for�
the�gifts�you�have�sent�to�us.
We�are�very�lucky�to�receive�it.�It�is�a�big�help�
to�the�people�in�our�Barangay�since�we�need�
those�clothes�after�the�typhoon�we�have�here�
last�time.
Almost� 150� families� are� benefactors� of� the�
clothes.� Once� again,� thank� you� very�much�
and�more�blessings�to�all�of�you.

Sincerely�yours,

�Ma�Victoria�O.�Duran

2014年1月9日
拝啓　丹波山村の皆さんへ

こんにちは！

サガイ市第２バランガイの住民を代表して、私は丹波
山の皆さんからいただいた贈り物に、我々の感謝の思
いを伝えたいです。
私たちは服を受け取り、とても幸せです。
昨年、この地に台風が来て以来、これらのような服を
ずっと必要としていますので、私たちにとって大きな
助けとなります。
ほとんどの地域住民・150家族が服の恩恵を授かりま
した。
もう１度、丹波山の皆さんの多くのお気持ちに、心か
らありがとうございます。

敬具

マリア・ビクトリア・ドラン

要約

ご協力ありがとうございました
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　今
年
度
は
商
工
会
に
よ
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
小
菅
村
か
ら
甲
斐

之
国
小
菅
郷
大
菩
薩
御
光
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
て
く
だ
さ

り
、
お
祭
り
に
彩
り
と
絢
爛
さ
を
加
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
お
松
様
の
威
勢
に
負
け
な
い
く
ら
い
豪
快
に
、
み
か

ん
や
お
菓
子
が
宙
を
舞
う
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　無
病
息
災
を
祈
念
し
な
が
ら
、
お
松
様
は
多
く
の
願
い
を
乗

せ
て
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
手
で
今
年
も
道
祖
神
ま
で
、
引
か

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　新
春
に
木
遣
り
歌
と
お

囃
子
が
、
掛
け
声
と
共
に

鳴
り
響
く
伝
統
行
事
。

　こ
れ
か
ら
も
、
いつ
ま
で

も
、
丹
波
山
村
に
続
い
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ 小菅村の大菩薩御光太鼓の勇ましい姿▲ みんなで引っ張れば重くない？▲ 押垣外地区の様子

お
松
引
き

　平
成
26
年
１
月
７
日
（
火
）、
丹
波
山
村
の
お
正
月

の
伝
統
行
事
で
あ
る
お
松
引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　午
前
中
は
奥
秋
、
高
尾
、
押
垣
外
の
各
地
区
で
、

午
後
に
は
丹
波
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 丹波地区の様子

▲ こっちにも投げて～

多摩川源流 ヒルクライムTT
in 丹波山・小菅

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

　平成25年11月17日（日）、第１回
多摩川源流ヒルクライム TT in 丹波
山・小菅が開催されました。

　初開催の自転車競技大会に、多くの
村民の皆さんのご支援・ご協力により
まして、参加者満足度が非常に高い
イベントとなりました。ありがとうご
ざいました。
　丹波山・小菅両村の「おもてなし」は
参加者の心に、深く突きささり「また
次回も出たい」、「ぜひ継続開催を！」
と言う声がサイクリストから多く聞こ
えてきました。
　本大会は「平均勾配12％、最大勾配
22％」という厳しい今川峠を舞台とし、
丹波山側からと小菅側から峠頂上への
上りの合算タイムで競うタイムトライ
アル形式のヒルクライムでした。下り
は秋の紅葉を楽しみながら丹波山・小
菅の自然を満喫した大会でした。

▲ けんちん汁・手打ちそば・
　 炊き込みご飯で、おもてなし

▲ 「タバスキー」が、女性
  ヒルクライマーを歓迎

▲ 総合ベスト３に輝いた皆さん

第1回

▲ 立ちはだかる激坂めざし、スタート
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